
令和３年３月

岡崎市環境部清掃施設課

中央クリーンセンター個別施設計画



施設の概要

・建築面積：工場棟5,778㎡、管理棟777㎡、渡り廊下198㎡

・着 工：平成17年12月

・竣 工：平成23年６月

・施 工：新日鉄エンジニアリング株式会社

・処理方式：シャフト炉式ガス化溶融施設

受入・供給設備 ピット・アンド・クレーン方式

燃焼設備 旋回燃焼方式

燃焼ガス冷却設備廃熱全量ボイラ方式（高効率型）

排ガス処理設備 消石灰吹込、活性炭吹込、ろ過式集じん、

アンモニア吹込、触媒脱硝

余熱利用設備 蒸気タービン発電機（10,500ｋＷ）

溶融物処理設備 水冷方式

・処理工程：別紙のとおり

・名 称：岡崎市中央クリーンセンター

・事業主体：岡崎市

・所 在 地：岡崎市板田町字西流石２番地１

・延床面積：14,473.87㎡

・施設規模：190ｔ/日×２炉

・総事業費：約183憶円（用地取得費約10億円含む）



別紙

処理工程



整備履歴
稼働開始：平成23年6月 ①：1号、②：２号

油圧バケット（本体）
①整備後の爪と取替②予
備整備爪と取替

①爪背板丸棒摩耗部肉盛
り補修

②爪背板丸棒摩耗部肉盛
り補修

爪交換

油圧バケット
（シリンダ）

①改良型油圧シリンダ取
付、既設シリンダ３本整備

①油圧ｼﾘﾝﾀﾞ用ﾊﾟｯｷﾝ・L型
接手・球面軸受・高圧ｺﾞﾑ
ﾎｰｽ取替

②油圧ｼﾘﾝﾀﾞ（補強型）へ
取替・L型接手・高圧ｺﾞﾑﾎｰ
ｽ取替

油圧バケット
（油圧ユニット）

①油圧ユニット内軽整備②
油圧ユニット内重整備

①各油圧機器・ﾊﾟｯｷﾝ・油
圧ﾎﾟﾝﾌﾟ・ﾌｨﾙﾀ取替・ﾁｪｰﾝ
ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞｸﾞﾘｽ取替・ﾄﾞﾚﾝﾌﾟ
ﾗｸﾞ用ｼｰﾙﾜｯｼｬｰ取替・油
面計・圧力ｽｲｯﾁ・ﾀﾞﾝﾊﾟｰ取
替・高圧ｺﾞﾑﾎｰｽ・外ｼｰﾄﾎｰ
ｽﾕﾆｵﾝｴﾙﾎﾞ・ｱﾀﾞﾌﾟﾀ・ｵｽ
90°ｴﾙﾎﾞ・ｺﾈｸﾀ・六角穴
付ﾌﾟﾗｸﾞ取替

②各油圧機器・ﾊﾟｯｷﾝ・油
圧ﾎﾟﾝﾌﾟ・ﾌｨﾙﾀ取替・ﾁｪｰﾝ
ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞｸﾞﾘｽ取替・ﾄﾞﾚﾝﾌﾟ
ﾗｸﾞ用ｼｰﾙﾜｯｼｬｰ取替・油
面計・圧力ｽｲｯﾁ・ﾀﾞﾝﾊﾟｰ取
替・高圧ｺﾞﾑﾎｰｽ・外ｼｰﾄﾎｰ
ｽﾕﾆｵﾝｴﾙﾎﾞ・ｱﾀﾞﾌﾟﾀ・ｵｽ
90°ｴﾙﾎﾞ・ｺﾈｸﾀ・六角穴
付ﾌﾟﾗｸﾞ取替

①②ごみｸﾚｰﾝﾊﾞｹｯﾄ給電
ｹｰﾌﾞﾙ交換

消耗品交換(パッキン、ゴ
ムホース等)

ワイヤー

①②ごみｸﾚｰﾝﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ
(各4本)交換ｸﾘｯﾌﾟ含

②ごみｸﾚｰﾝﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ4本
切詰
①②吊下金具：ｺﾓﾝﾘﾝｸ・保
護ﾎｰｽ取替

①②ごみｸﾚｰﾝﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ
交換ｸﾘｯﾌﾟ含
①②ごみｸﾚｰﾝﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ
切詰
②ごみｸﾚｰﾝﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ（Z
撚り・ｺｯﾀｰｿｹｯﾄ）交換

②ごみｸﾚｰﾝﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ交
換
①ごみｸﾚｰﾝﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ切
詰

横行・走行装置

①安全ネット取替
②安全ネット,走行ブレーキ
用マグネット,給電ケーブル
取替

①走行用ｷｬﾘｱﾛｰﾗｰ交換 ①②安全ネット取替
①ケーブルリール スリッ
プリング交換

ガーター

巻上装置

①②コモンリンク交換 ①②巻上減速機用ｵｲﾙ・
走行ｷﾞｱｰﾄﾞﾓｰﾀｰｵｲﾙ・巻
上用ﾌﾞﾚｰｷ用ﾗｲﾆﾝｸﾞ(各4
枚)・巻上ﾜｲﾔｰﾄﾞﾗﾑ用軸受
(各2個)交換

②巻上ﾜｲﾔｰﾄﾞﾗﾑ・ﾌﾞﾚｰｷ
交換
①②乱巻検知装置用ｽｲｯ
ﾁ・ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗ交換・巻上用ﾅ
ｲﾛﾝｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ交換・回転式
ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ用ﾁｪｰﾝ交換

①②減速機オイル交換

制御盤、操作盤
ごみｸﾚｰﾝ自動運転用ﾊﾟｿｺ
ﾝｿﾌﾄｲﾝｽﾄｰﾙ

計量器本体 操作ポスト改修：IC化

データ処理装置 更新：PC

本体 No1電動ｼﾘﾝﾀﾞｰ分解整備

シュート部
本体 制御用ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ

シリンダー

ケーシング

二軸：油フィルター取替、作
動油全量交換

二軸：点検口扉ﾋﾝｼﾞ部溶
接補修

切断・飛散防止蓋撤去
切断・圧縮ｼﾘﾝﾀﾞ分解整備

二軸：水冷式オイルクー
ラー交換、浄油器設置,
シュート補修
せん断：シュート補修

シャフト せん断：〇シリンダ 切断・圧縮ｼﾘﾝﾀﾞ分解整備 せん断：浄油器設置

刃

活性炭脱臭装置 活性炭

ごみコンベヤ

①サイドスカートゴム交
換、ごみ受けﾎｯﾊﾟ(ごみﾋﾟｯ
ﾄ側)部緊急溶接補修②サ
イドスカートゴム交換、ごみ
受けﾎｯﾊﾟ(ごみﾋﾟｯﾄ側)部緊
急溶接補修

①②サイドスカートゴム交
換
①サイドガイドﾌﾟﾚｰﾄ緊急
補修
②戻りｺﾝﾍﾞﾔ：ｺﾝﾍﾞﾔﾍﾞﾙﾄ・
ｷｬﾘｱﾛｰﾗ・ﾘﾀｰﾝﾛｰﾗ・駆動
ﾁｪｰﾝ交換
①②サイドガイドﾌﾟﾚｰﾄ鋼
板延長
②No.1・2炉頂散水ﾉｽﾞﾙ分
解整備

①コンベヤサイドガイド切
断
①サイドスカートゴム交換
②サイドケーシング補修
②サイドスカートゴム交換
②コンベヤサイドガイド切
断
②No.1・2炉頂散水ﾉｽﾞﾙ分
解整備
②コンベヤサイドガイド切
断

①②サイドスカートゴム交
換
①②サイドスカート鋼板当
て板補修
①戻りｺﾝﾍﾞﾔ分解整備
①No.1・2炉頂散水ﾉｽﾞﾙ分
解整備
②下部シール弁ライナー
溶接補修

①②サイドスカートゴム交
換
①②ｴﾌﾟﾛﾝﾊﾟﾝABC・搬送
ﾁｪｰﾝ交換

ごみ受けホッパ

①②ｼｰﾙ面補修、O2ﾊﾟｰｼﾞ
給気管点検口ﾌﾗﾝｼﾞｻｲｽﾞ
変更(25A→50A)、①油圧ｼ
ﾘﾝﾀﾞ-分解整備、①軸封部
分解整備(ﾗﾝﾀﾝﾘﾝｸﾞ、ｸﾞﾗﾝ
ﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ交換)

①②下部シール弁:三角ラ
イナ1箇所交換
①②上部シール弁：昇降ﾘ
ﾝｸﾞ用油圧ｼﾘﾝﾀﾞ交換
①②No.1・2散水ﾉｽﾞﾙ分解
整備
①下部シール弁:：角ﾏﾝﾎｰ
ﾙ中子補修

①下部シール弁ライナー
溶接補修
①上部シール弁ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞｺｲ
ﾙ交換
①下部シール弁ｶﾊﾞｰ（衝
突板）取付
①下部シール弁ロック装
置：ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ・ﾗﾝﾀﾝﾘﾝｸﾞ
交換
②下部シール弁ライナー
溶接補修
②下部シール弁ロック装置
油圧シリンダー交換
①②No.1・2散水ﾉｽﾞﾙ分解
整備

①下部シール弁ロック装置
油圧シリンダー交換
①下部シール弁油圧シリ
ンダー交換
②上部シール弁：昇降ﾘﾝｸﾞ
ｼｰﾙｺﾞﾑ交換

①②ケーシング補修
①②遮熱板交換・ﾛｯｸ装置
軸封部分解整備
①②下部シール弁：当て板
補修
②下部シール弁：耐火物
補修・ｹｰｼﾝｸﾞﾗｲﾅｰ交換
炉頂油圧装置油圧ﾎﾟﾝﾌﾟ：
油圧ポンプ油漏れ補修

出湯口耐火物

①簡易補修 ①②出湯口・下段羽口周り
耐火物簡易補修
①出湯口開閉器：開孔機ﾄﾞ
ﾘﾌﾀｰ工場整備
②出湯口開閉器：出湯口
開孔機油圧ﾄﾞﾘﾌﾀｰ交換

①②出湯口・下段羽口周り
耐火物簡易補修

①②出湯樋交換
①②出湯口・下段羽口周り
耐火物簡易補修
①出湯口開孔機：油圧ﾄﾞﾘﾌ
ﾀｰ(整備品)と交換

②出湯口・下段羽口周り耐
火物補修
①②出湯口開孔機：油圧ﾄﾞ
ﾘﾌﾀｰ分解整備・横行台車
駆動用電動機交換
①出湯口・下段羽口周り耐
火物補修

水砕樋耐火物
①ｼｬﾌﾄ部耐火物全面補修
①②集じん扉左側交換

①②集じん扉左右交換

朝顔部耐火物
①②パッチング補修（簡易
補修）

ケーシング
①②1Fﾏﾝﾎｰﾙﾌﾞﾛｯｸ(耐火
1層目)交換

②1Fﾏﾝﾎｰﾙﾌﾞﾛｯｸ(耐火1
層目)交換

令和２年

受
入
供
給
設
備

ごみクレーン

計量機

ごみ投入扉

ダンピングボックス

破砕機

工程 設備機器 対象箇所
平成28年 平成29年 平成30年 令和元年

炉頂装入装置



ごみレベル計
（重錘式）

羽口

①下段羽口回り簡易補修
①上3段羽口チャッキ弁交
換①上2段・上1段羽口
チャッキ弁(整備品)交換①
中段羽口チャッキ弁(整備
品)交換①下段羽口
No.1.3.5No.2.4.6チャッキ弁
(整備品)交換②上2段・上1
段羽口チャッキ弁(整備品)
交換②中段羽口チャッキ
弁(整備品)交換２下段羽口
No.1.3.5No.2.4.6チャッキ弁
(整備品)交換

①下段No.1羽口予備と交
換
①②上3段羽口逆止弁(整
備品8台)交換
①②上2段羽口逆止弁(整
備品12台)交換
①②上1段羽口逆止弁(整
備品8台)交換
①②中段羽口逆止弁(整備
品8台)交換
①②下段羽口逆止弁(整備
品6台)交換
①送風環状管：上中段用・
下段用逆止弁分解整備

①下段No.4,5羽口(整備品)
と交換
①上段No.1,2,3逆止弁(整
備品)と交換
①中段、下段逆止弁(整備
品)と交換
①送風環状管逆止弁（新
品）と交換
②下段No.4羽口(整備品)と
交換、ダスト吸込み管・Ｙ型
管新品交換
②下段No.6羽口(整備品)と
交換、ダスト吸込み管新品
交換
②送風環状管逆止弁（新
品）と交換

①下段No.6羽口(整備品)と
交換
②下段No.2.5羽口(整備品)
と交換

①②羽口交換

耐火物

①②ｼｬﾌﾄ部耐火物簡易補
修

①ｼｰﾙﾌﾟﾚｰﾄ破孔部溶接補
修
①ﾒｲﾝﾊﾞｰﾅ部・上部直胴
部・直胴部耐火物部分補
修

①直胴部・下部ホッパ部耐
火物本格補修
①No.3上部マンホールブ
ロック交換
①No.1出口温度計取付ﾌﾗ
ﾝｼﾞ交換
②下部ホッパ部耐火物部
分補修

②直胴部・ﾒｲﾝﾊﾞｰﾅｰ耐火
物補修
①上部耐火物・連絡管耐
火物補修

ケーシング

①下部ﾎｯﾊﾟ耐火物緊急補
修①②ﾛｽﾄﾙ交換

①②ろ液配管ゴムホース
化
②ﾀﾞｽﾄ排出装置ｽｸﾘｭｰ羽
根補修

①②ﾀﾞｽﾄ排出装置：減速
機分解整備
①②発生ｶﾞｽ管：伸縮管補
修

主バーナ
①②補助燃焼装置ｻﾌﾞﾊﾞｰ
ﾅ点火用灯油配管改良

②ﾒｲﾝﾊﾞｰﾅ：スリット補修
ろ液噴霧ポンプ交換

除じん装置 スクリュー

①②下段ﾋｰﾀｰ(ｈ8)工場整
備①ﾀﾞｽﾄ冷却機ｻｲｸﾛ減速
機：電動機分解整備②ﾀﾞｽ
ﾄ吹込ﾎｯﾊﾟ：撹拌用ｻｲｸﾛ減
速機電動機分解整備

②除じん器二重ｼｰﾙﾀﾞﾝﾊﾟ
上弁弁座交換・肉盛補修
②ダスト定量供給装置：攪
拌用減速機電動機分解整
備

①ダスト定量供給装置攪
拌用減速機、No.2,4,6供給
用減速機整備
①No.2,4,6羽口ダスト定量
供給機分解整備
①内筒槌打装置外筒交換
②二重ｼｰﾙﾀﾞﾝﾊﾟ：上弁砲
身交換
②ﾀﾞｽﾄ冷却器：減速機電
動機整備

①ダスト定量供給装置：
No6定量供給装置分解整
備
①ダスト定量供給装置：攪
拌用ｻｲｸﾛ減速機電動機分
解整備
①②除じん器：下部ﾎｯﾊﾟ部
鉄皮当て板補修
①除じん器二重ｼｰﾙﾀﾞﾝﾊﾟ：
上弁ｼｰﾙﾘﾝｸﾞ交換・下弁砲
身交換
②ダスト定量供給装置：
No2.4.6供給用ｻｲｸﾛ減速
機電動機分解整備
②No.2,4,6羽口ダスト定量
供給機分解整備

①②異物排出装置：ﾎﾞｰﾙ
ﾊﾞﾙﾌﾞ溶射(工場搬出)
①除じん器加温装置：工場
整備
①除じん器：ｶﾞｽｹｯﾄ交換
②ダスト定量供給装置：電
動機工場整備

コークス切り出し装置

石灰石切り出し装置

副資材搬送装置 コンベア

No.1副資材ﾎｲｽﾄ：走行車
輪交換
No.2副資材ﾎｲｽﾄ：巻上ﾜｲ
ﾔｰﾛｰﾌﾟ交換、ｼｰﾌﾞ用ﾍﾞｱﾘ
ﾝｸﾞ交換
①②副資材ｼｰﾙ装置：衝
突板ﾗｲﾅｰ交換
①副資材ｼｰﾙ装置：上部
ｼｰﾙ弁ｼﾘﾝﾀﾞｰ交換

No.1副資材ﾎｲｽﾄ：走行車
輪交換

No.1、No.2副資材ﾎｲｽﾄ：巻
上げ装置軸受交換
No.1副資材ﾎｲｽﾄ：走行用
ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗ・巻上用ﾜｲﾔｰﾛｰ
ﾌﾟ・ｴﾝｺｰﾀﾞﾍﾞﾙﾄ・ｴﾝｺｰﾀﾞｶｯ
ﾌﾟﾘﾝｸﾞ・ﾌﾟｰﾘｰ・ｴﾝｺｰﾀﾞ・軸
受台･ﾌｯｸﾌﾞﾛｯｸｶﾗｰ・ﾍﾞｱﾘﾝ
ｸﾞ
No.2副資材ﾎｲｽﾄ：走行用
ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗ

ドラム

①②下部ﾎｯﾊﾟ耐火物吹付
補修(2面)

②下部ﾎｯﾊﾟ耐火物補修(前
側・後側)

①安全弁消音器：ﾄﾞﾚﾝ配管
ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎｰｽ交換
①②節炭器：点検用足場ﾉ
ｽﾞﾙ取付

①②汽水胴安全弁・過熱
器安全弁工場整備
①圧力計配管補修

蒸発管

①燃焼室連絡管吹付施工 ①第１節炭器水管緊急バ
イパス施工・ｻﾎﾟｰﾄ緊急補
修・ｹｰｼﾝｸﾞ補強②燃焼室
～ﾎﾞｲﾗ連絡管耐火物緊急
補修
①第１蒸発器管ｻﾎﾟｰﾄ緊急
取付、下部ﾎﾟｯﾊﾟ耐火物緊
急部分補修
②主蒸気ﾄﾞﾚﾝ弁配管補修

①燃焼室連絡管スタッド取
付
①1次過熱器管寄せ入口・
出口フランジ部ガスケット
交換

①ﾎﾞｲﾗ缶水連続ﾌﾞﾛｰ弁交
換
②ﾎﾞｲﾗ缶水連続ﾌﾞﾛｰ弁2
次側配管補修

①1次過熱器入口フランジ
パッキン交換
①②主蒸気止弁・給水止
弁・急開弁・漸開弁分解整
備
②スチームトラップ交換
①第1蒸発器管支持金物
交換

水冷壁管

スートブロワ 本体

①№1№2ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙﾅｯﾄ摩耗
による分解整備、№1ｱｳﾀｰ
ﾁｭｰﾌﾞ曲り修正
②№4ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙﾅｯﾄ摩耗によ
る分解整備

①No.8・10ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙﾅｯﾄ、ｽｸ
ﾚｰﾊﾟｰﾌﾟﾚｰﾄ、ﾊﾞﾙﾌﾞﾃﾞｨｽｸ
組品
①No.9ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙﾅｯﾄ、ｽｸﾚｰ
ﾊﾟｰﾌﾟﾚｰﾄ、ﾊﾞﾙﾌﾞﾃﾞｨｽｸ組
品
②No.4・9緊急分解整備

①No.1,2ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙﾅｯﾄ、ｽｸ
ﾚｰﾊﾟｰﾌﾟﾚｰﾄ
②No.4,6ﾃﾞｨｽﾀﾝｽﾌﾗﾝｼﾞ交
換、No.8,10ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞﾃﾞｨ交換
②No.4・6ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙﾅｯﾄ、ｽｸ
ﾚｰﾊﾟｰﾌﾟﾚｰﾄ
②No.8ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙﾅｯﾄ、ｽｸﾚｰ
ﾊﾟｰﾌﾟﾚｰﾄ、ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞﾃﾞｨ
②No.8ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙﾅｯﾄ、ｽｸﾚｰ
ﾊﾟｰﾌﾟﾚｰﾄ、ﾊﾞﾙﾌﾞﾎﾞﾃﾞｨ、ﾊﾞ
ﾙﾌﾞﾃﾞｨｽｸ

①No.5,6分解整備
①No.4,6,7分解整備
①②No.8,9,10ｽｰﾄﾌﾞﾛﾜ
ｷﾞｧｰﾄﾞﾓｰﾀｰ更新
②No.1,2,5分解整備

②No.1～6,9分解整備
①No.1,3～5,7分解整備

ボイラ給水ポンプ
・ケーシング・イン

ペラ・軸受

No1分解整備・電動機分解
整備
No2・3ﾎﾟﾝﾌﾟ入口弁交換
①②ﾎﾞｲﾗ給水流量調整弁
分解整備

No.1分解整備
No.2～3電動機工場整備

脱気器
脱気器圧力調節弁分解整
備

脱気器給水ポンプ
・ケーシング・イン

ペラ・軸受

①脱気器給水ポンプ分解
整備

バンドル
ファン
減速機

燃
焼
ガ
ス
冷
却
設
備

ボイラ

タービン排気
復水器

溶
融
設
備
／
燃
焼
設
備

ガス化溶融炉本体

燃焼室本体

副資材貯留ホッパ



純水装置
槽

ポンプ

ＰＨ電極計交換 活性炭ろ過塔：活性炭交
換・ﾏﾝﾎｰﾙﾊﾟｯｷﾝ交換
No.1・2NaOH注入ポンプ分
解整備
No.2昇圧ﾎﾟﾝﾌﾟﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ
交換
No.1・2ｽｹｰﾙ防止剤注入
ポンプ分解整備
清缶剤用ﾎﾟﾝﾌﾟ(3台)分解整
備
脱酸剤用ﾎﾟﾝﾌﾟ(2台)分解整
備
ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ装置：pH電極・ｻｲ
ﾄｸﾞﾗｽ交換

①ろ過器逆止弁、流量計
交換
②ボイラ缶水ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞｸｰ
ﾗｰ入口ﾕﾆｵﾝ交換

No.3清缶剤用ﾎﾟﾝﾌﾟ緊急分
解整備

本体RO膜洗浄
ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ装置：ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ
ｸｰﾗｰ分解整備費、PH計電
極交換費
No.1～No.3清缶剤注入ﾎﾟﾝ
ﾌﾟ：分解整備
No.1～No.2脱酸剤注入ﾎﾟﾝ
ﾌﾟ分解整備
純水装置：活性炭塔ろ材交
換・本体RO膜洗浄・PH電
極計交換・ろ過塔廻り電動
弁、配管交換
No.1～2苛性ｿｰﾀﾞ注入ﾎﾟﾝ
ﾌﾟ：分解整備
No.1昇圧ﾎﾟﾝﾌﾟ：分解整備
No.1～2ｽｹｰﾙ防止剤注入
ﾎﾟﾝﾌﾟ分解整備
RO洗浄ポンプ分解整備

減温塔
②排ガス温度調節器：ﾀﾞｽﾄ
排出装置攪拌羽根交換

ケーシング

ろ布

①ろ布3本交換
②ﾀﾞｽﾄ排出装置用ｻｲｸﾛ減
速機1段目整備、ｱﾝﾓﾆｱ水
噴霧ﾉｽﾞﾙ部品購入(ﾉｽﾞﾙ
本体、ﾁｯﾌﾟ、ﾎｰｽ)

①吹き漏れ4箇所確認新品
に交換

定量供給装置

ｱﾝﾓﾆｱ水供給ﾎﾟﾝﾌﾟ消耗品
交換

①②排ガス温度調節装置：
噴霧水ホース交換
ｱﾝﾓﾆｱ水貯留槽：ｾﾝｻｰ交
換
②ﾀﾞｽﾄ吹込装置：攪拌用ｻ
ｲｸﾛ減速機電動機分解整
備

ｱﾝﾓﾆｱ水供給ﾎﾟﾝﾌﾟ消耗品
交換・ｾﾝｻｰ交換

①②共用ｱﾝﾓﾆｱ水供給ﾎﾟ
ﾝﾌﾟ分解整備（消耗品交換）
ｱﾝﾓﾆｱ水貯留槽：ｾﾝｻｰ交
換

①②排ガス温度調節装置：
ﾛｰﾀﾘｰﾊﾞﾙﾌﾞ交換・減速機
交換
①②噴霧ﾉｽﾞﾙ：ﾉｽﾞﾙ交換
ｱﾝﾓﾆｱ水貯留槽：ｾﾝｻｰ交
換
①②共用ｱﾝﾓﾆｱ水供給ﾎﾟ
ﾝﾌﾟ交換

ブロワ本体

共用消石灰供給ﾌﾞﾛﾜ分解
整備

①消石灰供給ブロワ分解
整備
②消石灰供給ブロワ分解
整備

タンク

①排ガス温度調節器ﾀﾞｽﾄ
排出装置：減速機電動機
分解整備
活性炭定量切出装置：攪
拌用ｻｲｸﾛ減速機電動機分
解整備

②触媒反応塔：触媒交換4
段目
②排ガス温度調節器：ﾊﾟｯﾁ
当て補修

①排ガス集じん器：ﾀﾞｽﾄ排
出装置用ｻｲｸﾛ減速機電動
機分解整備
①触媒反応塔：触媒交換4
段目

①②排ｶﾞｽ集じん器：ロータ
リーバルブ交換
②触媒反応塔：触媒ｹｰｽ
製作・触媒交換4段目

給
水
設
備

機器冷却装置 ・主要部
・各ﾎﾟﾝﾌﾟ

№1ﾌﾟﾗﾝﾄ用水揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ：
電動機分解整備

No.1～3冷却塔ファン電動
機軸受交換
No.1～5冷却塔ファンベルト
交換
機器冷却水薬注装置：薬
注ﾎﾟﾝﾌﾟ消耗品交換

No.2冷却塔ファン分解整備 冷却塔ファンVベルト交換・
No.4,5電動機交換
機器冷却水薬注装置：薬
注ﾎﾟﾝﾌﾟ分解整備

本体
弁類
ガバナ

減速機
No.2・3ﾀｰﾋﾞﾝ排気復水器
ﾌｧﾝ：電動機ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞｺﾞﾑ交

ターニング装置
主油タンク整備：オイルク
リーナー設置

押込送風機
No.1・2窒素発生装置：活性
炭・各ﾌｨﾙﾀ・各電磁弁・酸
素濃度計交換

炉温調整用送風機

①②号再循環ダクト：再循
環ｶﾞｽ流量計ﾋﾟﾄー管取付ﾌ
ﾗﾝｼﾞ交換
①燃焼空気送風機：送風
機・電動機分解整備

②燃焼空気送風機：電動
機分解整備

①②燃焼空気送風機：入
口弁分解整備

蒸気式空気予熱器

誘引送風機
①②炉頂圧制御ﾀﾞﾝﾊﾟｼﾘﾝ
ﾀﾞｰ分解整備

①吐出側ｼｰﾙﾎﾞｯｸｽ交換 ①可変速電動機盤ｾﾙ交流
ﾋｭｰｽﾞ断対応

①誘引通風機：電動機分
解整備・伸縮管交換

貯槽 本体
集じん灰定量供給装置：ｻ
ｲｸﾛ減速機電動機（上側）
本体取替

コンベヤ 本体

No.3ﾘﾀｰﾝ灰ｺﾝﾍﾞﾔ：底ﾗｲﾅ
交換
No.1集じん灰ｺﾝﾍﾞﾔ：ｺﾝﾍﾞﾔ
ﾁｪｰﾝ・ﾌﾗｲﾄ交換

No1集じん灰ｺﾝﾍﾞﾔ：ｺﾝﾍﾞｱ
ﾁｪｰﾝ交換

混練機 本体

No.1ロッド交換（No.2より
No.1へ移設）
No.2薬剤供給ﾎﾟﾝﾌﾟ消耗品
交換

排出バンカ 本体

排
ガ
ス
処
理
設
備

バグフィルタ

乾式有害ガス
除去装置

余
熱
利
用
設
備

蒸気タービン

通
風
設
備

飛
灰
処
理
設
備



水砕水冷却器

1号水砕ﾋﾟｯﾄ：掻揚げｺﾝﾍﾞﾔ
駆動ﾁｪｰﾝ全数交換、掻揚
ｺﾝﾍﾞﾔｽｸﾚｰﾊﾟ、ｼｬｯｸﾙ全数
交換、中間ﾛｰﾗ軸受組品2
本交換、中間ﾃｰﾙﾛｰﾗ軸受
組品、掻揚げｺﾝﾍﾞﾔ駆動軸
Assy交換、散水配管3本交
換、ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ交換、ｹｰｼﾝ
ｸﾞ水漏れ補修
2号水砕ﾋﾟｯﾄ：掻揚げｺﾝﾍﾞﾔ
駆動ﾁｪｰﾝ全数交換、掻揚
ｺﾝﾍﾞﾔｽｸﾚｰﾊﾟ、ｼｬｯｸﾙ全数
交換、中間ﾛｰﾗ軸受組品2
本交換、中間ﾃｰﾙﾛｰﾗ軸受
組品、掻揚げｺﾝﾍﾞﾔ駆動軸
Assy交換、散水配管3本交
換、上部ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ交換

①②水砕ﾋﾟｯﾄ：ｹｰｼﾝｸﾞ水
漏れ補修
①水砕冷却器蓋交換
②2号水砕ピットｹｰｼﾝｸﾞﾊﾟｯ
ﾁ当て補修

①扉補修①扉交換②扉補
修

①底板ﾗｲﾅ緊急当て板補
修
①水砕ﾋﾟｯﾄ：No.1・2水砕水
循環ﾎﾟﾝﾌﾟ潤滑油・逆止弁
交換、山水ﾎﾟﾝﾌﾟ定期交
換、中間ﾛｰﾗ、駆動軸Assy
交換、ﾄﾞﾗﾑ型中間ﾛｰﾗ補
修、中間ﾃｰﾙﾛｰﾗAssy、搬
送ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ、搬送ﾁｪｰﾝ、ｽ
ｸﾚｰﾊﾟ交換、水砕水散水ﾎﾟ
ﾝﾌﾟ緊急交換
②水砕ﾋﾟｯﾄ：No.1・2水砕水
循環ﾎﾟﾝﾌ潤滑油交換、中
間ﾛｰﾗ、駆動軸Assy交換、
ﾄﾞﾗﾑ型中間ﾛｰﾗ、中間ﾃｰﾙ
ﾛｰﾗAssy、搬送ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ、
搬送ﾁｪｰﾝ、ｽｸﾚｰﾊﾟ交換、
水砕水散水ﾎﾟﾝﾌﾟ潤滑油交
換

①水砕ﾋﾟｯﾄ：底板・ｹｰｼﾝｸﾞ
漏れ補修
①②水砕ﾋﾟｯﾄ：底ﾗｲﾅｰ補
修
①②冷却器扉交換

水砕水散水ポンプ

②№1№2水砕水循環ﾎﾟﾝ
ﾌﾟ：逆止弁交換

②ポンプ交換 ①②№1№2水砕水循環ﾎﾟ
ﾝﾌﾟ：潤滑油交換
①②水砕水散水ﾎﾟﾝﾌﾟ：潤
滑油交換

油圧バケット（本
体）

溶融物ﾊﾞｹｯﾄﾀﾜｰ補修

油圧バケット（シリ
ンダ）

油圧バケット（油
圧ユニット）

ワイヤー

大塊ﾎｲｽﾄ：巻上げﾜｲﾔｰ
ﾛｰﾌﾟ交換
溶融物ﾎｲｽﾄ：巻上げﾜｲﾔｰ
ﾛｰﾌﾟ交換・ｼｰﾌﾞ用ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ
交換

溶融物ﾎｲｽﾄ：巻上げﾜｲﾔｰ
ﾛｰﾌﾟ交換・ﾛｰﾄﾞｾﾙ交換
大塊ﾎｲｽﾄ：巻上げﾜｲﾔｰ
ﾛｰﾌﾟ交換・ﾛｰﾄﾞｾﾙ交換

横行・走行装置

ガーダー

刃・ハンマー

ｽﾗｸﾞ整粒機：消耗品(ﾗｲ
ﾅｰ、ﾄﾞﾗﾑｴｯｼﾞ、ｷｬｯﾌﾟ、ｼｪﾙ
ﾌﾘﾝｸﾞ)交換、ｼｪﾙﾌ、ロータ
リードラム交換

ｽﾗｸﾞ整粒機：消耗品(ﾗｲ
ﾅｰ、ﾄﾞﾗﾑｴｯｼﾞ、ｷｬｯﾌﾟ、ｼｪﾙ
ﾌﾘﾝｸﾞ)交換、ｼｪﾙﾌ、ロータ
リードラム交換

ｽﾗｸﾞ整粒機：消耗品(ﾗｲ
ﾅｰ、ﾄﾞﾗﾑｴｯｼﾞ、ｷｬｯﾌﾟ、ｼｪﾙ
ﾌﾘﾝｸﾞ・ﾊﾟｯｷﾝ)交換

ｽﾗｸﾞ整粒機：消耗品(ｷｬｯ
ﾌﾟ、ｼｪﾙﾌﾘﾝｸﾞ、ﾄﾞﾗﾑｴｯｼﾞ、ﾗ
ｲﾅｰ)交換

ケーシング

スラグ・メタル排出
コンベヤ

チェーン、スクレー
パ

ｽﾗｸﾞ水切りｺﾝﾍﾞﾔ：中間
ローラ交換

ｽﾗｸﾞ水切りｺﾝﾍﾞﾔ：搬送
ﾁｪｰﾝ・ｽｸﾚｰﾊﾟ・ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ・
中間ﾛｰﾗ交換
No.1溶融物ｺﾝﾍﾞﾔ：底ﾗｲﾅ
交換
磁選水薬注装置：薬注ﾎﾟﾝ
ﾌﾟ消耗品交換、薬注ﾗｲﾝ配
管交換

ｽﾗｸﾞ水切りｺﾝﾍﾞﾔ：ﾁｪｰﾝ・
ｼｬｯｸﾙ・ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ交換
ｽﾗｸﾞｺﾝﾍﾞﾔ：電動機分解整
備

磁選機 ドラムライナー

磁選ﾌｨｰﾀﾞ：底ライナー交
換、磁選機：主ドラム、取
出、供給ガイド ライナー交
換、磁選水循環ポンプ交
換、磁選水薬注装置：薬注
ﾎﾟﾝﾌﾟ交換、アクチュエー
タ、三方弁交換、背圧弁分
解整備

磁選機：各ﾗｲﾅ交換 磁選
ﾌｨｰﾀﾞ：底ﾗｲﾅ交換、
磁選ﾎﾟｯﾊﾟ：重量表示器交
換
磁選水薬注装置：薬注ﾎﾟﾝ
ﾌﾟ・ｱｸﾁｭｴｰﾀｰ・三方弁交
換

〇ﾄﾞﾗﾑｴｯｼﾞ・ﾛｰﾀﾘｰﾄﾞﾗﾑ・
ｼｪﾙﾌﾘﾝｸﾞ交換

〇取出しﾄﾞﾗﾑ緊急交換 磁選機：各ﾗｲﾅ交換
磁選水薬注装置：薬注ﾎﾟﾝ
ﾌﾟ分解整備
溶融物ﾌｨｰﾀﾞ：底ﾗｲﾅｰ交換

計装用空気圧縮機 本体

№1・2・3：6000時間ﾒﾝﾃﾅﾝ
ｽ(ｵｲﾙｾﾊﾟﾚｰﾀｰ・ｵｲﾙﾌｨﾙ
ﾀｰ・ｴｱｰｴﾚﾒﾝﾄ・ｵｲﾙﾚﾍﾞﾙ
ｹﾞｰｼﾞ、Oﾘﾝｸﾞ・ﾊﾞﾙｺﾝ
ASSY・ﾊﾞﾀﾌﾗｲﾊﾞﾙﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝ
ｸﾞﾞ・電磁弁SV1ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑｷｯ
ﾄ、ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｷｯﾄ・電磁弁
SV2・電磁弁SV3・逆止弁
部Oﾘﾝｸﾞ等・自動放出弁ﾀﾞ
ｲﾔﾌﾗﾑ・圧力調節弁ﾊﾞﾙﾌﾞ
CP・ｵｲﾙﾘﾀｰﾝﾌｨﾙﾀｰ・ｵｰﾄ
ﾄﾞﾚﾝ・ｵｲﾙｸｰﾗｰ薬品洗
浄・・ｱﾌﾀｰｸｰﾗｰ分解清掃・
油交換)

No.1真空ﾎﾟﾝﾌﾟ：本体分解
整備・潤滑油・Vﾍﾞﾙﾄ・電動
機軸受・絶縁ﾌﾞｯｼｭ交換
No.2真空ﾎﾟﾝﾌﾟ：潤滑油・V
ﾍﾞﾙﾄ交換
No.1,2,3空気圧縮機分解整
備

No.1,2,3,4空気圧縮機分解
整備
No.1,2,3ｴｱﾌｨﾙﾀ・ﾐｽﾄﾌｨﾙﾀ・
活性炭ﾌｨﾙﾀ交換

No.3空気圧縮機分解整備・
電動機固定子ｺｲﾙ巻直し
No.1.2.4空気圧縮機分解整
備
No.1・2・3ﾐｽﾄﾌｨﾙﾀ・活性炭
ﾌｨﾙﾀ：各ﾌｨﾙﾀｰ交換

No.1・2・3ｴｱﾌｨﾙﾀ・ﾐｽﾄﾌｨﾙ
ﾀ・活性炭ﾌｨﾙﾀ：各ﾌｨﾙﾀｰ
交換
No.1,2,3,4空気圧縮機分解
整備・クーラー洗浄
No.1原料ﾌﾞﾛｱ分解整備
No.1真空ポンプﾟ：Vﾍﾞﾙﾄ交
換・廻りﾊﾞﾙﾌﾞｽｷｯﾄﾞ（ｱﾝﾛｰ
ﾄﾞ弁・2段ﾊﾞｲﾊﾟｽ弁分解整
備）
No.2真空ポンプﾟ：分解整
備・電動機分解整備・廻り
ﾊﾞﾙﾌﾞｽｷｯﾄﾞ（ｱﾝﾛｰﾄﾞ弁分
解整備）

雑用空気圧縮機 本体

No.1低圧製品圧縮機：ﾒｰ
ｶｰ工場分解整備・潤滑油
交換・Vﾍﾞﾙﾄ交換
No.2低圧製品圧縮機：Vﾍﾞ
ﾙﾄ交換

原料ﾌﾞﾛｱ：ﾊﾞｲﾊﾟｽ弁・吐出
弁分解整備
上部ﾊﾞﾙﾌﾞｽｷｯﾄﾞ：製品弁
A・B分解整備
No.1低圧製品圧縮機：Vﾍﾞ
ﾙﾄ交換
No.2低圧製品圧縮機工場
整備
高圧製品圧縮機：Vﾍﾞﾙﾄ・
ﾌﾟｰﾘｰ交換

除湿器 本体

構内引込用柱上
開閉器

高圧受電盤
高圧配電盤

高圧進相コンデン
サ・リアクトル

高圧変圧器

溶
融
物
処
理
設
備

水砕装置

溶融物ホイスト
大塊ホイスト

整粒機

用
役
設
備

高圧受配電・受変
電設備



電力監視盤
440V用動力主幹盤

200V用動力主幹盤

照明用単相主幹盤

非常用電源盤
その他配電盤
動力制御盤
現場制御盤
現場操作盤

中央監視操作盤 本体
IDF用VVVF制御盤 本体

タービン発電機
発電機監視盤
発電機遮断機
タービン起動盤
非常用原動機

発電機
無停電電源設備 交流無停電電源装置 〇部品交換

DCS監視制御装置
〇本体、防塵フィルタ、バッ
クアップバッテリー

〇防塵フィルタ、バックアッ
プバッテリー

〇マザーボード、冷却ファ
ン、防塵フィルタ、バック
アップバッテリー

〇防塵フィルタ、バックアッ
プバッテリー

〇電源ユニット、防塵フィ
ルタ、バックアップバッテ
リー

ACC装置

排ガス分析計
Noｘ・SO2・CO・

O2・HCL・ばいじん
計

①②発生ｶﾞｽ分析計・発生
ｶﾞｽ分析計前処理装置・排
ガス分析計・排ガスHCL分
析計・排ガスばいじん計：
消耗品交換

2号系・共通系調節弁整備
発生ｶﾞｽ分析計・排ｶﾞｽ分
析計整備
排ガスHCl、ばいじん濃度
計整備

ITV装置

他所灰ﾋﾟｯﾄ：CCDｶﾗｰｶﾒﾗ
修理

〇プラットホーム2台
②出湯口撮影機整備(電源
トランス交換)
他所灰ピット撮影機整備
(電源トランス,電解コンデン
サ,テープ電線)

①：1号、②：２号
〇：整備

電
気
計
装
設
備

低圧配電設備

低圧動力設備

タービン発電設備

非常用発電設備



管理基準

BM TBM CBM 評価方法 診断頻度

油圧バケット（本体） 変形・摩耗 〇
著しい変形、摩耗がない
こと

6ヵ月/回

油圧バケット
（シリンダ）

摩耗 〇
著しい摩耗、油漏れがな
いこと

6ヵ月/回

油圧バケット
（油圧ユニット）

劣化 〇
開閉速度低下や異常音、
温度上昇、油漏れはない
こと

6ヵ月/回

ワイヤー 変形 〇
基準以内であること（素線
切断、直径減少等）

6ヵ月/回 1～２年

横行・走行装置 摩耗 〇 基準以内であること 6ヵ月/回 10～１5年
ガーター 摩耗 〇 基準以内であること 6ヵ月/回 15～20年
巻上装置 劣化・摩耗 〇 基準以内であること 6ヵ月/回 10～１5年

制御盤、操作盤 劣化 〇
①著しい損傷がないこと
②正常に動作すること

6ヵ月/回 5～１0年

荷重試験 〇
検定公差が計量法基準
以内であること

2年/回

劣化 〇

①腐食、穴開き等著しい
劣化がないこと
②寸法計測にて基準値以
内であること

2年/回

システム動作状況 〇 動作不良のないこと 1～2年/回
〇 故障頻度が高くないこと

〇
OS・ソフトのメーカの保守
部品供給が可能な期間で
あること。

本体 腐食・変形 〇
著しい腐食・変形がないこ
と

1～3年/回

シュート部 腐食・摩耗 〇
著しい腐食・摩耗がないこ
と

4年/回

本体 腐食・摩耗 〇
著しい腐食、摩耗のない
こと

1～2年/回 15～20年

シリンダー 摩耗 〇 著しい摩耗がないこと 1年/回 10～15年

ケーシング 腐食・摩耗 〇
著しい腐食、摩耗のない
こと

2年/回 15～20年

シャフト 摩耗 〇 著しい摩耗がないこと 1年/回 10～15年

刃 摩耗 〇 著しい摩耗がないこと 6ヵ月～1年 消耗品

活性炭脱臭装置 活性炭 劣化 〇
①著しい劣化のないこと
②性能が低下していない
こと

1～2年/回 3～5年

BM：事後保全
TBM：予防保全（時間基準保全）
CBM：予防保全（状態基準保全）

耐用年数
（参考）

受
入
供
給
設
備

ごみクレーン

７～１5年

計量機

計量器本体 15～20年

データ処理装置 5～10年
システム老朽化

工程 設備機器 対象箇所 診断項目
保全方式 管理基準

1～2年/回

ごみ投入扉 15～20年

ダンピングボックス

破砕機



耐用年数
（参考）

BM TBM CBM 評価方法 診断頻度

ごみコンベヤ 摩耗 〇
腐食・摩耗・伸びのないこ
と

1年/回 10～15年

ごみ受けホッパ 摩耗 〇 著しい摩耗のないこと 1～3年/回 15～20年

出湯口耐火物 減耗・脱落 〇
①著しい損傷がないこと
②寸法計測により残存厚
が基準以上であること。

1年/回 4ヶ月～1年

水砕樋耐火物 減耗・脱落 〇 著しい損傷がないこと 1年/回

朝顔部耐火物 減耗・脱落 〇
①著しい損傷がないこと
②寸法計測により残存厚
が基準以上であること。

6ヵ月～1年/回

ケーシング 腐食・減耗 〇

①腐食・変形・亀裂等著し
い損傷がないこと
②肉厚計測により、基準
以上残存していること

1年/回 15～20年

ごみレベル計
（重錘式）

摩耗・腐食 〇
重錘、チェーン損傷がな
いこと

- -

羽口 摩耗・腐食 〇 〇 〇 減耗・破損のないこと 1年/回 1～2年

耐火物 減耗・脱落 〇

①著しい焼損・摩耗がな
いこと
②寸法計測等が基準以
内であること

1年/回 5～10年

ケーシング 腐食・減耗 〇
腐食・変形・亀裂等著しい
損傷のないこと

1年/回 15～20年

主バーナ 摩耗・減耗 〇
腐食・変形・亀裂等著しい
損傷のないこと

1～2年/回 5～10年

除じん装置 スクリュー 腐食・減耗 〇
腐食・変形・亀裂等著しい
損傷のないこと

1年/回 10～15年

コークス切り出し装
置

摩耗 〇 〇 〇 異常音・振動がないこと 1～2年/回 10～15年

石灰石切り出し装
置

摩耗 〇 〇 〇 異常音・振動がないこと 1～2年/回 10～15年

副資材搬送装置 コンベア 摩耗 〇
腐食・摩耗・伸びのないこ
と

1年/回 10～15年

BM：事後保全
TBM：予防保全（時間基準保全）
CBM：予防保全（状態基準保全）

工程 設備機器 対象箇所 診断項目
保全方式 管理基準

ガス化溶融炉本体

1～5年

燃焼室本体

副資材貯留ホッパ

炉頂装入装置

溶
融
設
備
／
燃
焼
設
備



耐用年数
（参考）

BM TBM CBM 評価方法 診断頻度

ドラム 腐食 〇

①目視による異物・腐食・
浸食・状態変化その他の
異常がないこと
②溶接線・溶接箇所のPT
検査、必要に応じてMT検
査により有害な欠陥がな
いこと

1～2年/回 15～20年

腐食 〇
目視による異常な摩耗・
亀裂・変形がないこと

1年/回

肉厚（余寿命評価） 〇
経年変化により余寿命評
価を行う

2年/回

腐食 〇
目視による異常な摩耗・
亀裂・変形がないこと

1年/回

肉厚（余寿命評価） 〇
経年変化により余寿命評
価を行う

2年/回

スートブロワ 本体 腐食・摩耗 〇
著しい腐食・摩耗がないこ
と

１年/回 15～20年

ケーシング 腐食・摩耗 〇
著しい腐食・摩耗がないこ
と

インペラ 腐食・摩耗 〇

①著しい腐食・摩耗がな
いこと
②寸法計測により管理値
以内であること

軸受 摩耗 〇
異常音・振動・発熱がない
こと

脱気器 本体 腐食 〇 著しい腐食がないこと 1～2年/回 15～20年

ケーシング 腐食・摩耗 〇

①著しい腐食・摩耗がな
いこと
②異常音・振動・発熱がな
いこと

インペラ 腐食・摩耗 〇

①目視にて著しい腐食・
摩耗がないこと
②寸法計測により管理値
以内であること

軸受 摩耗 〇

①異常音・振動・発熱がな
いこと
②振動測定の結果が管
理値以内であること

バンドル 浸食 〇

①目視にて著しい腐食が
ないこと
②肉厚測定により基準値
以上残存していること

ファン 変形 〇
目視にて著しい変形・亀
裂がないこと

減速機 摩耗 〇
①異常音・振動がないこと
②歯面の当たり異常がな
いこと

槽 〇 槽の基準に準ずる 15～20年
ポンプ 〇 ポンプの基準に準ずる 10～15年

BM：事後保全
TBM：予防保全（時間基準保全）
CBM：予防保全（状態基準保全）

耐用年数
（参考）

MB TBM CBM 評価方法 診断頻度

減温塔 ケーシング 腐食・摩耗 〇
著しい腐食、摩耗のない
こと

1～2年/回 10～15年

ケーシング 腐食 〇
著しい腐食減肉や破孔が
ないこと

15～20年

ろ布 劣化 〇 破れ等がないこと 3～5年
定量供給装置 変形 〇 著しい変形がないこと 1～4年/回

ブロワ本体 摩耗 〇

①異常音・振動・発熱がな
いこと
②振動測定の結果が管
理値以内であること

1年/回

タンク 変形 〇 著しい変形がないこと 1～4年/回 15～20年
BM：事後保全
TBM：予防保全（時間基準保全）
CBM：予防保全（状態基準保全）

工程 設備機器 対象箇所 診断項目
保全方式 管理基準

工程 設備機器 対象箇所 診断項目
保全方式 管理基準

10～15年

タービン排気
復水器

1～4年/回 10～15年

純水装置 1～2年/回

燃
焼
ガ
ス
冷
却
設
備

ボイラ

蒸発管

7～15年
※部位による

水冷壁管

ボイラ給水ポンプ 1～2年/回 10～15年

脱気器給水ポンプ 1～2年/回

排
ガ
ス
処
理
設
備

バグフィルタ 1～2年/回

乾式有害ガス
除去装置

10～15年



BM TBM CBM 評価方法 診断頻度

機器冷却装置 主要部 劣化 〇

①著しい漏れ・破損・変
形・亀裂がないこと
②振動測定において管理
値以内であること

1ヶ月～4年 15～20年

排ガス減温水ポン
プ

〇

プラント機器冷却
水ポンプ

〇

排気復水ポンプ点
検整備

〇

タービンドレン移送
ポンプ

〇

BM：事後保全
TBM：予防保全（時間基準保全）
CBM：予防保全（状態基準保全）

耐用年数
（参考）

BM TBM CBM 評価方法 診断頻度

本体 蒸気漏れ・振動・軸心 〇

①錆、変色、腐食、浸食、
亀裂、接触がないこと
②ケーシング水平度、軸
曲り、軸心計測、軸受、ラ
ビリンス隙間計測
③PT試験により有害な亀
裂の無いこと
④MT試験により有害な亀
裂の無いこと（8万時超特
別精密点検）

15～20年

弁類 蒸気漏れ・作動確認 〇

①亀裂・弁棒摺動部の摩
耗・焼付き・曲りのないこ
と
②PT試験により有害な亀
裂の無いこと
③バネ自由長計測

10～15年

ガバナ 作動状況 〇
①ハンチングがないこと
②レバー機構に異常なガ
タがないこと

7～10年

減速機 歯面状況・油漏れ・異音 〇

①歯面当たり、ピッチン
グ、発錆、摩耗がないこと
②PT試験により有害な亀
裂の無いこと

10～15年

ターニング装置
自動起動・インター
ロック・自動離脱

〇

①異常音、振動、発熱が
ないこと
②嵌脱作動に異常がない
こと

10～15年

BM：事後保全
TBM：予防保全（時間基準保全）
CBM：予防保全（状態基準保全）

工程 設備機器 対象箇所 診断項目
保全方式 管理基準

余
熱
利
用
設
備

蒸気タービン 2～4年/回

工程 設備機器 対象箇所 診断項目
保全方式 管理基準 耐用年数

（参考）

ポンプ 腐食・摩耗

①著しい腐食・摩耗がな
いこと
②異常音・振動・発熱がな
いこと

1～2年/回 10～15年

給
水
設
備



耐用年数
（参考）

BM TBM CBM 評価方法 診断頻度

ケーシング 腐食 〇

①腐食、歪、漏れのない
こと
②板厚測定により減肉が
管理値以内であること

インペラ 腐食 〇

①腐食、摩耗、割れ、軸
の曲りのないこと
②肉厚測定により減肉が
管理値以内であること
③性能低下のないこと

ケーシング 腐食 〇

①腐食、歪、漏れのない
こと
②板厚測定により減肉が
管理値以内であること

インペラ 腐食 〇

①腐食、摩耗、割れ、軸
の曲りのないこと
②肉厚測定により減肉が
管理値以内であること
③性能低下のないこと

伝熱管 腐食 〇
腐食、摩耗、亀裂のない
こと

10～20年

ケーシング 腐食 〇 腐食、割れのないこと 15～20年

軸受 異音・振動 〇

①異常音・振動・発熱がな
いこと
②振動測定により管理値
以内であること

5～10年

ケーシング 腐食 〇

①腐食、歪、漏れのない
こと
②板厚測定により減肉が
管理値以内であること

インペラ 腐食 〇

①腐食、摩耗、割れ、軸
の曲りのないこと
②肉厚測定により減肉が
管理値以内であること
③性能低下のないこと

BM：事後保全
TBM：予防保全（時間基準保全）
CBM：予防保全（状態基準保全）

耐用年数
（参考）

MB TBM CBM 評価方法 診断頻度

貯槽 本体 腐食・摩耗 〇
著しい腐食、摩耗のない
こと

1年/回 15～20年

コンベヤ 本体 腐食・摩耗 〇
著しい腐食、摩耗のない
こと

1年/回 10～15年

混練機 本体 摩耗 〇 著しい摩耗のないこと
6ヶ月～1年
/回

10～15年

排出バンカ 本体 腐食・摩耗 〇
著しい腐食、摩耗のない
こと

1年/回 10～15年

BM：事後保全
TBM：予防保全（時間基準保全）
CBM：予防保全（状態基準保全）

工程 設備機器 対象箇所 診断項目
保全方式 管理基準

1～3年/回

15～20年

工程 設備機器 対象箇所 診断項目
保全方式 管理基準

通
風
設
備

押込送風機 1～3年/回 15～20年

炉温調整用送風機 1～3年/回 15～20年

蒸気式空気予熱器 1年/回

誘引送風機

飛
灰
処
理
設
備



耐用年数
（参考）

BM TBM CBM 評価方法 診断頻度

水砕水冷却器 腐食・摩耗 〇 著しい腐食、摩耗のないこと
6ヶ月～1年

/回

水砕水散水ポンプ 腐食・摩耗 〇 著しい腐食、摩耗のないこと
6ヶ月～1年

/回

油圧バケット（本
体）

変形・摩耗・腐食 〇
著しい変形・亀裂・摩耗が
ないこと

1ヶ月～1年
/回

5～10年

油圧バケット（シリ
ンダ）

摩耗 〇

①油漏れや著しい摩耗が
ないこと
②開閉速度が低下してい
ないこと

1ヶ月～1年
/回

5～10年

油圧バケット（油圧
ユニット）

劣化 〇
油漏れや著しい変形がな
いこと

1ヶ月～2年
/回

5～15年

ワイヤー 劣化・摩耗 〇
法規制による基準以内で
あること（素線切断、直径
減少等）

1年/回 1～2年

横行・走行装置 摩耗 〇
法規制による基準以内で
あること（車輪径、レール
等）

1年～4年/
回

10～15年

ガーダー 変形 〇
法規制による基準以内で
あること

1年～4年/
回

15～20年

刃・ハンマー 腐食・摩耗 〇

①著しい腐食・摩耗・亀裂
のないこと
②寸法計測で管理値以内
であること

1ヶ月～6ヶ
月/回

消耗品

ケーシング 腐食・摩耗 〇
著しい腐食、摩耗が認め
れらないこと

6ヶ月～1年
/回

5～10年

スラグ・メタル排出コ
ンベヤ

チェーン、スクレー
パ

腐食・摩耗 〇

①著しい変形・腐食・摩耗
が認めれないこと
②チェンは寸法計測によ
り管理値以内であること

1年/回 5～10年

磁選機 ドラムライナー 腐食・摩耗 〇

①著しい腐食・摩耗、変形
がないこと
②肉厚測定により残存厚
が管理値以上であること

1ヶ月～1年
/回

5～10年

BM：事後保全
TBM：予防保全（時間基準保全）
CBM：予防保全（状態基準保全）

5～10年

溶融物ホイスト
大塊ホイスト

整粒機

工程 設備機器 対象箇所 診断項目
保全方式 管理基準

溶
融
物
処
理
設
備

水砕装置



耐用年数
（参考）

BM TBM CBM 評価方法 診断頻度

計装用空気圧縮機 本体 摩耗 〇

①異常音、振動、発熱が
ないこと
②吐出圧力、温度が管理
値以内であること

1～4年/回 10～15年

雑用空気圧縮機 本体 摩耗 〇

①異常音、振動、発熱が
ないこと
②吐出圧力、温度が管理
値以内であること

1～4年/回 10～15年

除湿器 本体 摩耗 〇

①異常音、振動、発熱が
ないこと
②吐出圧力、温度が管理
値以内であること

1～4年/回 10～15年

BM：事後保全
TBM：予防保全（時間基準保全）
CBM：予防保全（状態基準保全）

耐用年数
（参考）

BM TBM CBM 評価方法 診断頻度
構内引込用柱上

開閉器
〇

絶縁抵抗値が管理値以
上であること

高圧受電盤 〇
高圧配電盤 〇

高圧進相コンデン
サ・リアクトル

〇

高圧変圧器 本体
外観点検、増締
め、異常診断 〇

①絶縁抵抗値が管理値
以上であること
②絶縁油劣化試験

１年/回 15～20年

電力監視盤 本体
外観点検、増締
め、動作確認、継
電器試験

〇
①絶縁抵抗値が管理値
以上であること
②動作が正常であること

１年/回 15～20年

440V用動力主幹 〇
200V用動力主幹 〇
照明用単相主幹 〇
非常用電源盤 〇
その他配電盤 〇
動力制御盤 〇
現場制御盤 〇
現場操作盤 〇

中央監視操作盤 本体 動作確認 〇 動作が正常であること １年/回 10～20年
IDF用VVVF制御盤 本体 動作確認 〇 動作が正常であること １年/回 10～20年

タービン発電機
絶縁診断

〇
絶縁抵抗値が管理値以
上であること

15～20年

発電機監視盤 〇
発電機遮断機 〇
タービン起動盤 〇

非常用原動機
機能点検
負荷試験 〇

①動作が正常であること
②負荷運転で異常のない
こと

発電機
絶縁診断、遮断器
試験、保護装置試
験

〇
①絶縁抵抗値が管理値
以上であること
②動作が正常であること

無停電電源設備
交流無停電電源

装置

絶縁診断
バッテリー点検

〇

①絶縁抵抗値が管理値
以上であること
②バッテリー特性が正常
であること

１年/回 7～15年

DCS監視制御装置 本体 機能点検 〇 機能が正常であること １年/回 7～15年
ACC装置 本体 機能点検 〇 機能が正常であること １年/回 7～15年

排ガス分析計
Noｘ・SO2・CO・

O2・HCL・ばいじん
機能点検、計器調
整、部品交換

〇
機能が正常であること

１年/回 10～15年

ITV装置 本体 機能点検 〇 機能が正常であること 1～5年/回 15～20年
BM：事後保全
TBM：予防保全（時間基準保全）
CBM：予防保全（状態基準保全）

工程 設備機器 対象箇所 診断項目
保全方式 管理基準

絶縁診断
遮断器試験

①絶縁抵抗値が管理値
以上であること
②動作が正常であること

１年/回

用
役
設
備

工程 設備機器 対象箇所 診断項目
保全方式

10～20年

管理基準

電
気
計
装
設
備

高圧受配電・
受変電設備

外観点検、増締
め、操作機構点
検、接地線点検、
遮断器試験、継電
器試験、絶縁診断

１年/回 10～20年①絶縁抵抗値が管理値
以上であること
②動作が正常であること

低圧配電設備

遮断器試験
継電器試験
絶縁診断

①絶縁抵抗値が管理値
以上であること
②動作が正常であること

タービン発電設備 1～4年/回遮断器試験
継電器試験
絶縁診断

①絶縁抵抗値が管理値
以上であること
②動作が正常であること

10～20年

非常用発電設備 １年/回 10～20年

１年/回 15～20年

低圧動力設備



延命化対策の目標

Ａ 延命化の目標年 令和27年度

設定理由 平成23年7月から中央クリーンセンターが35年間稼働予定のため

地域における類似施設との集約化の可能性

地域における類似施設一覧

市町村名 施設名称 処理能力 稼働予定期間

豊田市 渡刈クリーンセンター 405ｔ/日 2007年4月～

豊田市 藤岡プラント 90ｔ/日 1994年11月～

安城市 環境クリーンセンター 現240ｔ/日
2011年度の長寿命化計画に基
づき2012年度から延命化対

策。衣浦東部ブロックで広域化

西尾市 西尾市クリーンセンター 現195ｔ/日
2030年度～岡崎市・幸田町と
岡崎西尾ブロックで広域化計画

岡崎西尾ブロックで施設整備するため、集約化済み



整備計画

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27
油圧バケット No.1,2 整備 1 R2 4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ワイヤー No.1,2 整備 1 R2 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

横行・走行装置等 No.1,2 整備 2 R2 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
計量器本体 整備 3 R2 4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

データ処理装置 整備 3 R2 4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
本体 整備 5 H29 4 〇 〇 〇 〇 〇

シュート部 整備 18 4 〇
本体 整備 18 H29 4 〇

シリンダー 整備 15 3 〇 〇
ケーシング 整備 2 R2 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
シャフト 整備 2 R2 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

刃 整備 - 3
活性炭脱臭装置 活性炭 整備 5 3 〇 〇 〇 〇 〇

ごみコンベヤ 整備 1 R2 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ごみ受けホッパ 整備 1 R2 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
出湯口耐火物 整備 1 R2 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
水砕樋耐火物 整備 2 R1 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
朝顔部耐火物 整備 3 H30 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ケーシング 整備 15 H30 2 〇

ごみレベル計
（重錘式）

整備 - 3

羽口 整備 1 R2 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
耐火物 整備 2 R2 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ケーシング 整備 2 R2 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
主バーナ 整備 1 R2 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

除じん装置 スクリュー 整備 1 R2 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ｺｰｸｽ切り出し装置 整備 13 3 〇 〇
石灰石切り出し装置 整備 13 3 〇 〇

副資材搬送装置 コンベア 整備 2 R2 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ドラム 整備 1 R2 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
蒸発管 整備 1 R2 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

水冷壁管 整備 2 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
スートブロワ 本体 整備 2 R2 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

No.1 整備 2 R2 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
No.2 整備 2 R2 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
No.3 整備 2 R2 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

脱気器 本体 整備 2 H29 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
No.1 整備 2 R2 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
No.2 整備 2 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

バンドル 整備 12 3 〇 〇
ファン 整備 12 3 〇 〇
減速機 整備 12 3 〇 〇
槽 整備 15 3 〇 〇

ポンプ 整備 2 R2 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

今後の整備計画健全
度

備考

受
入
供
給
設
備

ごみクレーン

計量機

ごみ投入扉

ダンピングボックス

破砕機

工程 設備機器 対象箇所
整備の
分類

整備
周期

前回
整備

ガス化溶融炉本体

燃焼室本体

副資材貯留ホッパ

燃
焼
ガ
ス
冷
却
設
備

ボイラ

ボイラ給水ポンプ

溶
融
設
備
／
燃
焼
設
備

炉頂装入装置

本体

脱気器給水ポンプ 本体

タービン排気
復水器

純水装置



減温塔 ケーシング 整備 10 3 〇 〇
ケーシング 整備 15 3 〇 〇

ろ布 整備 2 H30 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
定量供給装置 整備 2 R2 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ブロワ本体 整備 2 H30 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

タンク 整備 1 R2 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

主要部 整備 15 3 〇 〇

各ポンプ 整備 2 R2 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

本体 整備 15 3 〇 〇
弁類 整備 10 3 〇 〇
ガバナ 整備 7 3 〇 〇 〇
減速機 整備 10 H29 3 〇 〇

ターニング装置 整備 10 R2 3 〇 〇
押込送風機 本体 整備 5 H29 2 〇 〇 〇 〇 〇

炉温調整用送風機 本体 整備 5 R1 2 〇 〇 〇 〇 〇
蒸気式空気予熱器 本体 整備 8 3 〇 〇 〇

誘引送風機 本体 整備 2 R2 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

貯槽 本体 整備 15 H29 2 〇 〇

コンベヤ 本体 整備 5 R2 2 〇 〇 〇 〇 〇

混練機 本体 整備 10 H29 3 〇 〇

排出バンカ 本体 整備 12 2 〇 〇

水砕水冷却器 整備 1 R2 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

水砕水散水ポンプ 整備 2 R2 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
油圧バケット（本

体）
整備 8 R2 3 〇 〇 〇

油圧バケット（シリ
ンダ）

整備 8 3 〇 〇 〇

油圧バケット（油圧
ユニット）

整備 8 3 〇 〇 〇

ワイヤー 整備 2 R2 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

横行・走行装置 整備 10 3 〇 〇 〇

ガーダー 整備 15 3 〇 〇

刃・ハンマー 整備 1 R2 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ケーシング 整備 8 3 〇 〇 〇

スラグ・メタル排出コンベヤ
チェーン、スクレー

パ
整備 2 R2 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

磁選機 ドラムライナー 整備 1 R2 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

No.1. 整備 1 R2 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
No.3. 整備 1 R2 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
No.1 整備 3 R2 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
No.2 整備 3 R2 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

除湿器 本体 整備 10 3 〇 〇 〇
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構内引込用柱上
開閉器

整備 17 4 〇

高圧受電盤 整備 17 4 〇
高圧配電盤 整備 17 4 〇

高圧進相コンデン
サ・リアクトル

整備 17 4 〇

高圧変圧器 本体 整備 18 4 〇
電力監視盤 本体 整備 18 4 〇

440V用動力主幹 整備 18 4 〇
200V用動力主幹 整備 18 4 〇
照明用単相主幹 整備 18 4 〇
非常用電源盤 整備 18 4 〇
その他配電盤 整備 18 4 〇
動力制御盤 整備 17 4 〇
現場制御盤 整備 17 4 〇
現場操作盤 整備 17 4 〇

中央監視操作盤 本体 整備 17 4 〇
IDF用VVVF制御盤 本体 整備 17 4 〇

タービン発電機 整備 17 4 〇
発電機監視盤 整備 17 4 〇
発電機遮断機 整備 17 4 〇
タービン起動盤 整備 17 4 〇

非常用発電設備 本体 整備 17 3 〇
無停電電源設備 交流無停電電源装置 整備 7 R2 3 〇 〇 〇
DCS監視制御装置 本体 整備 1 R2 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ACC装置 本体 整備 10 3 〇 〇 〇

排ガス分析計
Noｘ・SO2・CO・

O2・HCL・ばいじん
整備 3 R2 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ITV装置 本体 整備 3 R2 2 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

健全度1～4
4 支障なし
3 軽微な劣化があるが、機能に支障なし
2 劣化が進んでいるが、機能回復が可能である
1 劣化が進み、機能回復が困難である
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高圧受配電・受変電
設備

低圧配電設備

低圧動力設備

タービン発電設備



C 廃棄物処理LCC検討

項目 ユーザー入力欄 入力範囲 単位
施設種類 選択

2010 1980～2010 年
380 正数 トン/日

2028 2020～2030 年
3 1～5 年

2045 2030～2060 年 施設建設工事費計算結果
2035 2021～2050 年 現施設 18,888 百万円

4 1～5 年 延命化工事 4,598 百万円
30 20～40 年 更新施設 21,195 百万円

380 正数 トン/日
4 0～10 ％

社会的割引率考慮後
2028 年度～

18 年間 2045 年度

9,435,632 千円 6,949,327 千円
－ 千円 17,782,806 千円

4,423,156 千円 － 千円
13,858,788 千円 24,732,133 千円

現施設 － 千円 － 千円
新施設 － 千円 7,253,955 千円

13,858,788 千円 17,478,178 千円

Ｄ 延命化工事実施時期

工事実施時期 2028 年度～ 2030 年度 ※LCC算出ツールの入力値が入る

現在の施設

更新する場合
点検補修費

施設更新の場合

稼働開始年
更新工事年数
想定稼働期間
施設規模

社会的割引率

全連続運転(発電付き)
稼働開始年
施設規模

延命化の場合
延命化工事開始年
延命化工事年数
延命化目標年

建設費
延命化工事費

小計

残存価値

合計（残存価値控除後）

将来の対応 検討対象期間

比較項目 延命化する場合

LCC算出ツール
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